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「子供の森」計画のエコキャンプの様子（帽子の女性がイーさん）

　
「
以
前
と
比
べ
て
、
セ
ン
タ
ー

の
朝
は
静
か
に
な
り
ま
し
た
」

　

最
近
の
様
子
を
聞
く
と
、
ス
タ

ッ
フ
の
イ
ー
シ
ュ
エ
ジ
ン
ウ
ィ
ン

（
愛
称
・
イ
ー
）
さ
ん
が
一
言
。
国

内
外
の
オ
イ
ス
カ
研
修
セ
ン
タ
ー

で
は
、
朝
の
点
呼
や
国
旗
掲
揚
を

行
い
ま
す
が
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
で
は

治
安
悪
化
を
理
由
に
、
現
在
は
実

施
さ
れ
て
い
な
い
の
で
す
。

　

イ
ー
さ
ん
が
勤
務
す
る
ミ
ャ
ン

マ
ー
農
業
指
導
者
研
修
セ
ン
タ
ー

は
、
2
0
1
7
年
に
国
内
2
番
目

の
セ
ン
タ
ー
と
し
て
ピ
ョ
ー
ボ
エ

郡
に
開
所
、
19
年
ま
で
の
3
年
間

で
、
63
人
の
農
村
青
年
が
10
ヵ
月

間
の
研
修
を
修
了
し
ま
し
た
。
20

年
か
ら
は
、
コ
ロ
ナ
禍
や
情
勢
悪

化
で
研
修
を
一
時
中
止
せ
ざ
る
を

得
な
く
な
り
、
そ
の
間
の
農
場
管

理
や
食
品
加
工
な
ど
は
、
ス
タ
ッ

フ
の
み
で
行
っ
て
い
ま
し
た
。
イ

ー
さ
ん
は
当
時
の
様
子
を
、「
研
修

生
が
お
ら
ず
静
か
で
、
張
り
合
い

が
な
か
っ
た
」
と
振
り
返
り
ま
す
。

　

そ
の
よ
う
な
中
で
も
、
農
業
研

修
を
希
望
す
る
農
村
青
年
の
た
め

に
本
来
の
セ
ン
タ
ー
の
姿
を
取
り

戻
し
た
い
と
の
思
い
で
、
23
年
か

ら
研
修
を
再
開
。
情
勢
を
考
慮
し

て
、
期
間
を
5
ヵ
月
に
短
縮
し
、

人
数
を
10
人
（
男
性
7
人
、
女
性

3
人
）
に
制
限
し
た
上
で
、
有
機

栽
培
に
よ
る
稲
作
・
蔬
菜
栽
培
、

養
鶏
、
食
品
加
工
、
日
本
語
な
ど
、

実
習
を
重
視
し
た
従
来
の
カ
リ
キ

ュ
ラ
ム
を
実
施
し
ま
し
た
。
今
年

2
月
3
日
に
は
、
24
年
度
の
5
期

生
13
人
（
男
性
6
人
、
女
性
7
人
）

が
修
了
式
を
迎
え
て
い
ま
す
。

　

研
修
生
の
大
半
が
10
〜
20
代
で
、

セ
ン
タ
ー
の
あ
る
中
央
乾
燥
地
域

の
出
身
で
す
。
農
家
出
身
者
も
い

れ
ば
、
オ
イ
ス
カ
で
初
め
て
農
業

に
挑
戦
す
る
青
年
も
い
ま
す
。
修

了
式
で
は
、「
種
ま
き
か
ら
収
穫
ま

で
、
実
践
を
通
し
て
学
べ
て
有
意

義
だ
っ
た
」「
時
に
は
厳
し
く
、
時

に
は
優
し
く
先
生
に
指
導
し
て

も
ら
え
た
。
同
世
代
の
仲
間
と
生

ク
ー
デ
タ
ー
以
降
の

現
地
ス
タ
ッ
フ
の
挑
戦

不安の中に希望のたねをまく
～ミャンマー研修センターの今～

2021年2月1日のクーデターから4年半。ミャンマー国内では、約320万人が避難生活を強いられるなど
困難に直面しており、現地のオイスカスタッフは不安を抱えながらも前を向き、
日々研修や農場の管理に励んできました。
頑張る彼らの姿をお伝えする誌面を準備していたところ、3月28日にミャンマー中部を震源とする大地震が発生。
さらなる不安と困難が彼らを襲いました。落ち着きを取り戻してきていた地震前までのセンターの様子、
そして再び混乱の真っただ中にあるセンターの今を、本部・海外事業部の藤井啓介がお伝えします。

TOPI
C



May  2025  OISCA ｜ TOPIC9

震災前の彼らの
笑顔が取り戻せるよう
応援してください！

上／壁が崩れてしまったセンターの倉庫
下／ガレキ撤去などに従事する住民らに弁当を手渡す

ミャンマー農業指導者研修センター  スタッフと研修生（5期生）

ミャンマー農村開発研修センター  スタッフ

支援方法は14ページを
ご覧ください！

活
を
共
に
し
て
、
友
情
も
芽
生
え

た
」
と
い
っ
た
感
想
が
聞
か
れ
ま

し
た
。
厳
し
い
情
勢
の
中
で
さ
ま

ざ
ま
な
バ
ッ
ク
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
抱

え
な
が
ら
も
、
仲
間
と
と
も
に
研

修
に
励
ん
で
き
た
の
だ
と
思
い
ま

す
。
そ
の
彼
ら
が
成
長
し
、
将
来

各
地
で
活
躍
し
て
く
れ
る
こ
と
が
、

ス
タ
ッ
フ
や
セ
ン
タ
ー
、
ひ
い
て

は
ミ
ャ
ン
マ
ー
の
明
る
い
希
望
に

つ
な
が
っ
て
い
く
は
ず
で
す
。

　

一
方
、
エ
サ
ジ
ョ
郡
に
位
置
す

る
ミ
ャ
ン
マ
ー
農
村
開
発
研
修
セ

ン
タ
ー
（
第
一
セ
ン
タ
ー
）
は
、

1
9
9
7
年
に
開
所
し
、
こ
れ
ま

で
4
3
0
名
の
青
年
に
研
修
を
実

施
。
そ
の
他
、
W
F
P
（
国
連
世

界
食
糧
計
画
）
と
の
連
携
事
業
な

ど
多
く
の
農
村
開
発
事
業
に
取
り

組
ん
で
き
ま
し
た
が
、
ク
ー
デ
タ

ー
以
降
、
治
安
が
安
定
せ
ず
、
現

在
も
研
修
を
再
開
で
き
て
い
ま
せ

ん
。
し
か
し
、
ス
タ
ッ
フ
が
農
場

管
理
の
ほ
か
、
21
年
の
「
ミ
ャ
ン

マ
ー
支
援
・
緊
急
募
金
」
を
活
用

し
た
食
糧
支
援
や
農
業
支
援
を
懸

命
に
続
け
て
い
ま
す
。

両
セ
ン
タ
ー
は
、
こ
れ
ま
で
多

く
の
人
々
の
努
力
と
協
力
に
よ
っ

て
支
え
ら
れ
て
き
ま
し
た
。
そ
し

て
今
、
現
状
の
情
勢
下
で
奮
闘
し

て
い
る
の
は
、
オ
イ
ス
カ
で
研
修

を
修
了
し
た
O
B
・
O
G
で
す
。

私
は
、
06
〜
13
年
に
ミ
ャ
ン
マ
ー

で
の
駐
在
経
験
が
あ
り
、
帰
国
後

は
本
部
の
担
当
者
と
し
て
現
地
の

活
動
を
間
近
に
見
て
き
ま
し
た
。

彼
ら
、
彼
女
ら
の
ひ
た
む
き
さ
に

は
、
日
々
頭
が
下
が
る
思
い
で
す
。

　

コ
ロ
ナ
禍
や
ク
ー
デ
タ
ー
発
生

前
の
よ
う
な
落
ち
着
き
を
少
し
ず

つ
取
り
戻
し
て
き
た
ミ
ャ
ン
マ
ー

で
の
活
動
を
再
び
大
混
乱
に
陥
れ

た
の
は
、
３
月
28
日
に
発
生
し
た

中
部
地
域
、
マ
ン
ダ
レ
ー
付
近
を

震
源
と
す
る
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
7.7

の
大
地
震
で
し
た
。
第
一
セ
ン
タ

ー
に
は
被
害
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
が
、
震
源
地
か
ら
近
い
農
業
指

導
者
研
修
セ
ン
タ
ー
は
大
き
な
揺

れ
に
見
舞
わ
れ
ま
し
た
。
幸
い
、

ス
タ
ッ
フ
や
研
修
生
に
負
傷
者
は

出
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
天
井
が
落

ち
る
、
倉
庫
の
壁
が
崩
れ
る
と
い

っ
た
建
物
へ
の
被
害
が
確
認
さ
れ

ま
し
た
。

　

ス
タ
ッ
フ
は
こ
れ
ま
で
の
緊
急

支
援
の
経
験
を
活
か
し
、
被
害
情

報
や
支
援
ニ
ー
ズ
の
把
握
に
努
め
、

役
場
な
ど
と
連
携
し
、
ガ
レ
キ
撤

去
の
た
め
の
重
機
用
の
燃
料
支
援

の
ほ
か
、
被
災
者
や
そ
の
救
出
の

た
め
に
活
動
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

ら
に
飲
み
水
を
提
供
す
る
な
ど
、

迅
速
に
行
動
を
開
始
。
そ
の
後
も

セ
ン
タ
ー
で
準
備
し
た
弁
当
を
配

布
す
る
な
ど
、
緊
急
支
援
活
動
を

続
け
て
き
ま
し
た
。
最
高
45
度
に

も
な
る
厳
し
い
環
境
の
中
、
被
災

者
に
い
ち
早
く
物
資
を
届
け
る
た

地
域
の
た
め
に

で
き
る
こ
と
を

海外事業部　藤井啓介

め
、
懸
命
に
活
動
を
続
け
て
い
ま

す
。
ス
タ
ッ
フ
か
ら
は
、
日
本
か

ら
の
支
援
に
対
す
る
感
謝
の
言
葉

が
届
い
て
い
ま
す
。

　

緊
急
支
援
が
一
段
落
し
た
ら
、

農
村
の
復
興
が
進
む
よ
う
長
期
支

援
に
切
り
替
え
、
こ
れ
ま
で
同
様
、

地
域
住
民
に
寄
り
添
っ
た
活
動
を

続
け
て
い
き
ま
す
。

　

引
き
続
き
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
へ
の

温
か
い
ご
支
援
と
関
心
を
お
寄
せ

い
た
だ
き
た
く
、
お
願
い
い
た
し

ま
す
。
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